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目 的

Tarr,S.L.(1994)は 子牛へ のク リープフ ィーデ ィングは子牛 の発 育 を向上 させ るが,フ ィーデ ィング

期 間の違 いは,フ ィー ドロ ッ ト肥育 での枝 肉成分 に影響 を与 えない ことを報告 している。 一方,Faulkner,

D.B.(1994)は 飽食条件下で,ク リー プフィーデイ ングされた子牛 は,フ ィー ドロ ッ ト内 での肥 育 にお け

る肉質が優 れているこ とを報告 している。

この ように,肉 用子牛 の初期発育 と肥育での枝 肉形質 との関係 について は,一 定の結論が得 られていない。

また,上 述 の報告 は,い ず れ も米 国にお ける生産 ・肥育条件下での成績であ り,我 が国における黒毛和種 の

生産 と肥育技術 に当てはめ ることは困難 と思われ る。

本研究で は周年放牧方式で生産 され,吸 乳期 にクリー プフィーデ イングされた黒毛和種子牛の吸乳期お よ

び肥育開始前育成期の発育値 と肥育後の枝 肉諸形質 との関係 を検討 し,周 年放牧生産子牛の肥育素牛 と して

の適正 な発育値 を明 らか に しようと した。

材料 と方法

鹿児 島大学農学部 附属 農場入 来牧場 で,周 年放牧方式 に より生産 され,吸 乳期 に高低差利用 の親子分離施

設(サ ツマゲイ ト)で クリープフ ィーデイ ング した黒毛和種去勢子牛75頭 を肥育 した(1993年7月 か ら1995

年3月 までの問に出荷)。 生 時か ら肥育 開始時 までの調査項 目は離乳時 日増体重(DG),肥 育 開始 前育 成期

間 日増体重(DG),肥 育 開始 日齢,肥 育 開始体重お よび肥育開始時 日齢体 重 と した。枝 肉形 質 は調査 項 目

は重量,ロ ース芯面積,皮 下脂肪の厚 さ,「 バ ラ」の厚 さ,BMS.NO(ビ ーフ ・マ ーブ リング ・ス タンダー

ド)お よび総売上額 とした。

結果 と考察

枝 肉重量 は吸乳期DGが 高 まるほ ど高 くな り,ま た育成期DGが800～1,100g程 度 で,最 も重 くなる傾

向 を示 した(第1図)。 ロース芯面積 は,吸 乳期DGが 高 まるほ ど,ま た,育 成期DGが 高 まる ほ ど広 くな

る傾 向 を示 した(第2図)。 皮 下脂肪 の厚 さは,吸 乳期DGが 低 く,育 成期DGが1,000g程 度 で厚 くなる

傾 向を示 した(第3図)。 この ことか ら,吸 乳期 のDGが 低 い状態 で急激 に育成期でのDGを 上げ ることは,

皮下脂肪 を厚 くす る もの と推察 された。「ば ら」 の厚 さは,吸 乳期DGが 高 まるほど,ま た,育 成期DGが

1,000g程 度で最 も厚 くなる傾 向を示 した(第4図)。BMS.NOは 吸乳期DGが700g程 度 で,育 成期DG

が1,100g程 度 で最 も高 くなる傾向 を示 した(第5図)。 その結 果,枝 肉の売 上額 は,吸 乳 期DGが 高 まる

ほど,ま た,育 成期DGが850～1,100g程 度で最 も高 くなる傾 向を示 した(第6図)。

摘 要

周年 放牧子牛 の肥 育段 階での産肉能力 を高め るには,現 在 の吸乳期DG(586.1±153g)を700～800gに

高める一連の技術 開発 が不可 欠である と考え られる。



第1図 周年放牧 で生産 された去勢子牛 の吸乳期DGお よび

育成期DGと 枝 肉重量 との関係 。

第2図 周年放牧 で生産 された去勢子牛の吸乳期DGお よび

育成期DGと ロース芯面積 との関係。

第3図 周年放牧で生産 された去勢子牛 の吸乳期DGお よび

育成期DGと 皮下脂肪 の厚 さとの関係 。

第4図 周年放牧 で生産 された去勢子牛 の吸乳期DGお よび

育成期DGと 「ば ら」 の厚 さとの関係 。

第5図 周年放牧 で生産 された去勢子牛 の吸乳期DGお よび

育成期DGとBMS.NOと の関係 。

第6図 周年放牧で生産された去勢子牛の吸乳期DGお よび
育成期DG肥 育終了時売上額との関係。


